	ＤＩＹ業「商品開発・企画／職務」

	【概要】
商品開発・企画は、販売職、取引先との協同により行われる側面が強い職務。商品開発･ＭＤ職が、販売職を通じて収集した顧客のニーズや販売トレンドに関する情報を、仕入先やメーカーなどの取引先に伝えるとともに、新商品の仕入や創出を行う仕事。
【仕事の内容】
商品開発・企画の仕事は、概略すると以下のとおりである。

（１）顧客ニーズの収集と活用は、商品部門が売場を通じて顧客ニーズを収集し、それを社内外の関係者に周知し、情報の共有化を図り、商品構成の見直しや販売促進の企画、販売戦略などへ反映させる。

（２）売場から収集された顧客ニーズをもとに、新商品アイデアを創出したり、仕入先やメーカーから提示された試供品などに対して顧客の視点からの評価を行い、商品の改良に活かしたりする。

（３）「この商品はどういう顧客に販売するのか」「この商品は顧客のどのようなニーズを満たすのか」「この商品は顧客のニーズをどのような方法で満たすのか」などの商品コンセプトを確立し、全社に周知させる。
【求められる知識・経験】
（１）顧客ニーズの収集と活用は、店舗訪問時などに直接に顧客ニーズを引き出すためのコミュニケーション能力を求められる。

（２）収集された顧客ニーズの情報から消費傾向や販売トレンドを見出す「分析力」や、情報をより良い売場展開に活かしていくための具体的施策を考察する「洞察力」も必要である。「分析力」や「洞察力」を身につけるためには、マーケティング関連の知識に加えて、それ相応の年数経験が求められる。

（３）商品開発・企画では、自社の経営方針、顧客や消費者のニーズ動向、売れ行き動向などに関して正確な認識を有することが求められる。ただし、新商品アイデアは知識のみならず、「日曜大工が好き」「ＤＩＹが好き」といったことやセンスが重視される。
【関連する資格・検定など】
　・ＤＩＹアドバイザー(社団法人日本ドゥ・イット・ユアセルフ協会)

　・通信教育「実践ＤＩＹコース」（社団法人日本ドゥ・イット・ユアセルフ協会）
                               （学校法人産業能率大学）
　・販売士１級･２級･３級(全国商工会連合会および日本商工会議所)
【労働省職業分類(小分類)との対応】
　・２０９ 他に分類されない専門的職業　　

・２５２ 企画・調査事務員



